
 

 

 

原油は底堅いとの見方 

原油相場は底堅い展開か。先週は米連邦準備理事会（FRB）の利上げ継続観測が後

退し、米景気の軟着陸期待から米原油相場は上昇。約 3 カ月ぶりの高値をつけた。今週

も欧米の利上げ打ち止めや産油国の追加減産を巡る思惑を背景に、堅調との見方が多

い。 

 

石油輸出国機構（OPEC）と非加盟の産油国でつくる OPEC プラスの会合が予定されて

いる。日量 100万バレルの自主減産を続けるサウジアラビアが減産を 9月まで延長すると

の観測が浮上するなど、注目度は高い。 
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エネルギー・金属鉱物資源機構（JOGMEC）の野神隆之首席エコノミストは「会合を前

に減産を示唆する発言が出ると、需給の引き締まり感が意識され、上昇圧力が強まりやす

い」とみる。 

8月 4日には米雇用統計の発表も控える。弱い指標が出れば、利上げの打ち止め観測

が強まる。ドル建てで取引される原油相場の上昇要因となる可能性がありそうだ。 
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鉱工業生産、6月は 2.0%上昇 2カ月ぶり改善 

 

経済産業省が 31日発表した 6月の鉱工業生産指数（2020年=100、季節調整済み）

速報値は 105.3となり、前月から 2.0%上がった。上昇は 2カ月ぶり。電子部品・デ

バイス工業や自動車工業が好調だった。 

生産の基調判断は 5月と変わらず「緩やかな持ち直しの動き」で維持した。企業の生

産計画はこれから増える見通しだ。 

全 15業種のうち 10業種で上昇した。液晶パネルなどの電子部品・デバイス工業が

6.8%、普通トラックなどの自動車工業が 6.1%それぞれ上がった。 

残る 5業種は低下した。ガソリンや軽油といった石油・石炭製品工業が 5.3%下がっ

た。パルプ・紙・紙加工品工業も 2.1%低下した。 
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三菱ケミ Gやカネカ、CO2を原料に 脱・化石資源依存 

地球温暖化の原因となる二酸化炭素（CO2）を賢く転用する「カーボンリサイクル」が脚光を浴び

ている。回収した CO2 を原料として化学品を製造する技術は「CCU」と呼ばれる。化石資源への

依存度を下げたい化学・素材産業は、その潜在力に着目して研究開発に力を入れ始めた。厄介な

存在だった CO2 が有用な原料に様変わりする未来が見えてきた。 

デンマーク南部の農業地帯カッソー。持続可能な製法でメタノールをつくる世界初の工場が 2024

年に稼働する。再生可能エネルギーの電気でつくるグリーン水素と家畜ふん尿由来の CO2 を合成

し、低炭素な「e―メタノール」を量産する。年産能力は 4万 2000 トンで CO2 を年 5万 8000

トン消費できる。 

三井物産と再エネ会社ヨーロピアンエナジー（デンマーク）が共同で進める次世代の原料製造のプ

ロジェクトだ。 

メタノールの用途は合成樹脂や合成繊維、農薬、医薬原料など多岐にわたる。燃料にもなる。成

蹊大学の里川重夫教授は「あらゆる化学品の基礎原料にできる」と話す。 

今回の低炭素な e―メタノールはデンマーク玩具大手レゴグループがブロックに、製薬大手ノボノルデ

ィスクは医療用素材に使う予定だ。同事業を率いた三井物産の星野達也氏は脱炭素に向けて、

「CO2 をうまく使う仕組みが必要」と話す。 
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CO2 を化成品の原料として使う発想は昔からあった。地球温暖化が 30年以上も叫ばれているに

もかかわらず、CO2の利活用はなぜ進まなかったのだろうか。 

最大の要因は CO2分子の特性にある。炭素（C）と酸素（O）の結び付きが強く、両者を引き

剝がし、別の物質に変えるには多くのエネルギーがいる。メタノールへの転換では水素との合成にセ氏

250度前後、50〜100気圧という高温高圧が条件になる。しかも変換される割合は 20〜30%

程度にとどまる。 

それでも化学品原料として万能なメタノールは CO2 の転換用途で有力だ。合成プロセスを省エネ

化するため、三菱ケミカルグループは合成圧力を 50気圧以下にする実証を 29年まで進める。住

友化学もメタノールを液化して効率的に集める技術を 30年代前半にも実用化する。 

https://www.nikkei.com/nkd/company/?scode=4188
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化学・素材各社が CCU の実用化に動き出すなか、CO2転換技術のダークホースとして微生物が

注目されている。省エネで CO2 を原料に転換しやすいためだ。 

基礎化学品は石油から得た成分を 800度以上で熱分解して取り出す。微生物で分解する場

合、常温常圧といった温和な条件で CO2 を微生物が「食べる」。代謝の過程で有用物質を得る。

ゲノム編集を利用することで、有用物質を効率良く取り出せる研究が進み、企業の参入が相次ぐ。 

カネカは CO2 を栄養源として取り込む「水素細菌」を開発した。ストローやレジ袋に使える生分解

性樹脂をつくる。水素をエネルギー源に、酸素と反応して樹脂原料の有機物を得る。数千リットルの

樹脂原料を得る実証設備を 27年度につくり、30年にも実用化する。 

https://www.nikkei.com/nkd/company/?scode=4118


 

微生物で繊維原料をつくるのは米ランザテックだ。CO2や水素などと微生物を反応容器に入れてエ

タノールをつくり、ポリエステルの製造に使う。スウェーデン衣料大手ヘネス・アンド・マウリッツ（H&M）

と組み運動服を開発した。今後はスーツやタイツも作る。 

CO2 を転換する CCU では多くの場合で水素が必要になる。ただ、水素生成には莫大なエネルギ

ーを消費する。省エネを実現するため、水素を使わないで CO2利用を目指す動きも出てきた。 



 



旭化成は水と CO2 から有機物を直接合成する究極の手法に挑む。電気と触媒反応で CO（一

酸化炭素）を経由し、化学品「エチレン」を生成する。 

東京大学発のアルガルバイオ（千葉県柏市）が着目したのは、直接 CO2 を吸収できる藻類だ。

藻類を使って健康食品用の成分のほか、容器向けなど幅広い樹脂にできる原料を得る。20年代

に試験設備を設け、30年代の実用化をめざす。木村周社長は「工場や発電所で CO2 を効率よ

く藻類に吸収させたい」と話す。 

黒鉛電極大手の SEC カーボンは高温の溶融塩を使って CO2 を電気分解し、炭素成分を得る。

電池の負極材向けの販売をめざす。石化資源頼みだった炭素成分を CO2 から取り出せれば脱炭

素に寄与する。 
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4~６月出荷 7.2%減 
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「人工原油」社会実装なるか  
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